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夏
の
祭
典
盆
踊
り

齋

　
毎
年
お
盆
を
中
心
に
く
り
展
げ
ら

れ
る
盆
踊
り
は
ま
こ
と
に
懐
し
い
郷

愁
に
か
ら
れ
る
．
農
村
に
住
む
人
に

と
っ
て
も
、
都
会
人
に
と
っ
て
も
お

盆
は
楽
し
い
人
生
の
ひ
と
時
で
あ

る
．
ラ
フ
カ
ジ
オ
・
ハ
ー
ン
小
泉
八

雲
が
明
治
時
代
に
島
根
県
松
江
付
近

の
盆
踊
り
風
景
と
、
民
謡
に
つ
い
て

婆
毅
で
描
い
た
も
の
が
残
。
｝

て
い
る
．

　
「
突
然
鳥
の
呼
ぶ
よ
う
な
美
し
い

朗
ら
か
な
ふ
る
え
る
よ
う
な
一
曲
が

あ
る
女
の
口
か
ら
ほ
と
ぱ
し
っ
た
。

す
ぐ
に
五
＋
人
ほ
ど
の
人
の
柔
か
い

声
が
そ
れ
に
和
し
た
。
　
．
揃
う
た
、

揃
い
ま
し
た
、
踊
り
子
が
揃
う
に
．

揃
い
荊
き
て
き
た
晴
れ
浴
衣
、
と
い

う
歌
の
文
句
で
、
し
ぱ
ら
く
こ
翁
ろ

ぎ
の
ふ
る
え
る
よ
う
な
足
音
と
、
穏

か
な
手
拍
子
が
響
い
た
．
突
然
深
い

男
の
歌
が
静
け
さ
を
破
っ
て
音
頭
を

と
っ
た
”
野
に
も
山
に
も
＋
は
生
み

お
け
よ
千
両
箱
よ
り
子
は
宝
6
と
い

う
歌
の
文
句
も
出
て
き
た
」
i
こ
れ

は
い
か
に
も
明
治
勃
興
期
の
歌
ら
し

い
．

　
西
洋
の
メ
ロ
デ
ー
や
リ
ズ
ム
に
は

似
な
い
、

藤

　
　
　
　
こ
の
よ
ろ
な
原
始
歌
に
よ

っ
て
よ
び
起
こ
さ
れ
る
私
ど
も
の
情

緒
を
、
何
と
説
明
し
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
．
．
四
洋
音
楽
の
五
．
線
譜
で
は
、

と
て
も
微
妙
な
と
こ
ろ
は
我
現
出
来

大

馨

な
い
。
そ
れ
は
一
定
の
場
所
と
か
一

定
の
時
に
属
す
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
．

　
「
臼
熱
の
太
陽
の
下
、
到
る
と
こ

ろ
生
物
の
胃
び
と
苫
痛
に
共
感
す
る

大
自
然
の
最
も
古
い
歌
と
調
和
し
て

い
る
永
久
の
音
楽
だ
。
大
地
上
の
す

べ
て
の
真
夏
の
牛
物
の
ふ
る
え
声
と

つ
な
が
り
を
も
っ
た
秘
密
の
歌
だ
一

と
ま
で
八
雲
は
絶
賛
し
て
い
る
．

　
今
日
で
は
盆
踊
り
の
新
し
い
歌
も

歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
踊
り

と
歌
の
気
分
は
昔
と
少
し
も
変
ら
な

い
。
太
占
か
ら
の
民
族
の
歌
と
生
活

を
、
そ
の
ま
ま
眼
の
前
に
見
る
よ
う

な
感
じ
で
あ
る
．
盆
踊
り
は
昔
か
ら

嫁
さ
が
し
、
ム
コ
選
び
の
機
会
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
今
で
も
そ
ん
な
点

は
少
し
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

老
菅
男
女
が
一
団
に
な
つ
て
、
音
頭

と
手
拍
チ
を
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
る

さ
額
は
、
求
め
す
し
て
自
然
に
心
の

精
ぴ
つ
き
が
で
き
て
く
る
。
利
轡
の

対
立
な
ど
を
は
な
れ
て
、
八
閥
が
一

っ
に
融
け
あ
う
．
そ
れ
は
夢
と
影
と

夜
の
世
界
で
あ
る
。
昼
間
の
世
界
は

た
え
す
進
歩
も
す
る
が
、
ま
た
対
立

抗
争
も
繰
り
展
げ
て
痩
り
も
す
る
。

し
か
し
夜
の
世
界
で
は
、
す
ぺ
て
が

　
一
つ
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
民
族
の

雁
史
の
底
を
潜
流
の
よ
う
に
、
一
つ

の
調
繍
が
勤
い
て
い
る
と
い
う
感
．
じ

が
す
る
。

　
お
盆
と
は
仏
教
の
魏
祭
り
で
あ
る

孟
聞
盆
を
略
し
た
も
の
と
し
て
使
わ

れ
る
。
八
月
の
十
三
日
か
ら
十
六
日

朝
ま
で
の
盆
の
行
扇
は
各
地
で
大
切

に
さ
れ
、
そ
の
月
の
は
じ
め
か
ら
邸

備
を
す
す
め
る
．
所
に
よ
っ
て
は
、

又
七
臼
盆
と
称
し
て
、
墓
掃
除
や
難

道
作
り
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
日
本
に
は
、
逝
っ
た
魂
に
対
す

る
π
派
な
行
事
が
う
け
つ
が
れ
て
い

る
こ
の
故
人
尊
敬
の
精
神
は
す
ば
ら

し
い
し
、
そ
れ
が
又
お
互
い
生
き
て

い
る
も
の
へ
の
人
命
尊
重
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
。
決
し
て
棄
て
た
り
お

ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
せ
め

て
こ
う
ゆ
う
世
の
中
で
あ
っ
て
も
、

年
に
｝
度
の
お
盆
の
時
だ
け
で
も
、

慕
参
り
を
し
て
、
親
兄
弟
や
友
人
の

魂
の
た
め
に
祈
り
、
ま
た
臼
ら
の
死
■

　
私
の
生
れ
故
郷
の
福
井
か
ら
関
磯

地
万
の
盆
踊
り
は
、
満
月
に
近
い
二

　
故
郷
へ
故
郷
へ
と
帰
っ
た
人
た
ち
一

は
、
ま
す
久
し
振
り
に
墓
勢
を
す
る

継
二
揚
徽
礫
鮒
播
獲
鰭
瓢
版
継
罐
禦
侃
腱

月
の
傾
く
ま
で
踊
り
ぬ
く
の
で
あ
る

　
そ
れ
に
し
て
も
全
国
で
、
お
盆
を

機
会
に
故
郷
に
旅
す
る
八
汝
は
、
お

び
た
だ
し
い
数
に
上
る
．
各
列
亀
と

も
殺
人
的
な
縄
乱
を
呈
し
て
終
戦
当

時
の
こ
と
を
思
ψ
出
さ
せ
る
。

「一
盆
踊
り
に
、
一
夜
を
明
か
す
こ
と
だ

ゆ…
ろ
う
。
轡
ば
し
い
民
族
の
祭
典
、
夏

一
の
餐
で
は
あ
る
．

一
　
暑
中
の
折
留
さ
ん
の
御
自
愛
を
切

　一
に
祈
り
ま
す
。

…

彷
く
婦
人
の

　
　
　
　
　
つ
ど
い

　
　
　
8
月
2
2
日
十
8
町
小

　
　
　
学
校
で

　
N
H
K
と
郡
市
社
会
教
育
振
興
会

・
、
婦
人
会
運
絡
協
謙
会
、
農
協
婦
八
部

一
擁
会
な
ど
の
毒
＼
盗
査

　
”
働
く
婦
へ
”
の
家
庭
ケ
活
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
つ
い
て
も
黙
想
す
る
よ
う
に
し
た
｛
か
れ
ま
す
。
さ
そ
い
あ
っ
て
お
お
ぜ

い
・
　
　
　
　
一
い
窺
し
て
下
さ
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
考
え
あ
う
郡
市
姐
人
の
集
い
が
開

　
　
　
1
◇
l

l
期
日
　
八
月
二
十
二
日
（
日
曜
）

　
午
前
九
時
～
午
後
三
蒔
半
ま
で

2
会
場
”
十
日
町
小
学
校

3
講
師
　
N
H
K
農
串
部
副
部
長

　
荒
井
治
郎
氏
（
海
外
取
材
班
団
長
）

4
臼
程
九
時
開
会
、
九
時
三
＋
分

　
分
科
会
話
し
あ
い
。

　
テ
覧
マ
”
働
く
婦
人
の
家
夙
生
活

　
の
問
題
に
つ
い
て
躍
（
育
児
、
家

　
庭
教
育
、
家
族
関
係
、
家
事
、
家

　
庭
経
済
、
自
田
時
間
の
設
詩
な
ど

一一㎝

磯灘

難
臨

◎
産
声

　
子
の
名

露
票

一
村
山
広
治

祓
ノ
木
正
弘

南
霊
広
己

樋
口
安
信

高
野
良
子

父
の
名

　
武光信啓晴藤

治治司繁夫

井
ノ
川
み
ゆ
き
　
利
夫
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今
井
　
照
磯
》
じ
長
岡
市

井
ノ
川
久
子
（
．
一
↓
山
　
崎

大
島
　
繁
（
一
．
切
神
娠
川

保
坂
シ
ズ
子
（
洋
、
．
宮
　
中

村
出
　
源
一
へ
．
．
L
蝦
田
沢

山
田
々
マ
イ
＝
．
．
一
、
角
　
闘

氏
名
　
葎
令

吉
楽
　
和
茂
　
　
一
内
九
｝

広
馴
　
　
　
出
貝
　
　
（
山
ハ
山
ハ
）

鈴
木
瀕
治
郎
、
（
七
一
）

鈴
木
　
リ
ッ
　
　
（
七
六
）

羽
鳥
　
ト
シ
　
（
四
七
㌧

〕’：碩．ノ」山9

川地原1騎戸’

粕
屋
敷

の
問
．
題
）

十
一
時
単
昼
食
、
午
後
一
時
分
科

会
報
告
、
二
時
講
演
”
世
界
の
農

村
婦
人
の
生
活
を
み
て
4
荒
井
治

郎
講
師
、
三
時
三
十
分
閉
会
．

才
以
上
の
人
で
転
入
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
賜
国
民
年
金
係
ま
で
印
鑑

を
持
参
の
上
お
出
く
だ
さ
い
。
な
翁

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
国
民
年
金

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
厚
生
課
）

　
　
ー
国
民
年
金
t

　
　
　
　
　
強
制
加
入
執
行
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

　
国
民
の
共
同
迎
帯
に
よ
り
、
貧
乏

の
防
止
、
生
活
の
安
定
、
老
後
の
保

瞳
を
は
か
る
た
め
発
足
し
ま
し
た

国
民
年
金
も
、
す
で
に
五
年
目
を
む

か
え
ま
し
た
。
こ
∂
間
、
通
算
年
金

通
則
法
（
厚
生
年
金
ま
た
は
、
各
種

共
済
組
合
、
ま
た
は
国
民
年
金
を
継

続
し
て
一
本
の
伍
金
乙
す
る
法
律
）

が
施
行
さ
れ
、
国
民
皆
年
金
の
礎
石
｝

　
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

　
が
ら
、
い
ま
だ
に
国
民
年
金
を
単
な

　
る
保
険
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

　
か
、
ま
た
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

　
で
し
ょ
う
か
加
入
し
て
い
な
い
人
が

　
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
は
、
二
十
才

　
か
ら
六
十
才
（
明
治
四
十
四
年
四
月

　
二
日
生
ま
れ
以
後
の
人
）
の
人
で
、

　
厚
生
年
金
や
、
そ
の
他
公
的
年
金
の

｝
加
入
者
ま
た
は
受
給
者
で
な
い
全
部

一
一
の
方
が
加
合
ゑ
彪
な
ぞ
い

」
ま
す
．

一
国
や
県
で
は
、
近
い
う
ち
に
加
入

　

一
し
て
い
募
薮
と
し
て
断
間

一
た
る
処
暇
と
し
て
、
強
制
加
入
の
執

｝
行
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い

一
い
ま
す
の
で
・
ま
だ
加
入
し
て
い
な

｝
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
二
＋

　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
l
I
八
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
春

狸
ま
つ
り
無
雷
で
捧
ぐ
香
と
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

草
む
し
る
児
も
手
を
洗
い
初
西
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
光

下
駄
の
歯
や
石
に
取
ら
る
、
ダ
原
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
推

蝿
の
声
よ
う
や
く
に
暮
色
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

臼
牡
丹
緋
牡
丹
子
の
性
我
れ
に
似
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

帰
郷
し
て
久
方
8
り
の
盆
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

炎
天
下
清
津
の
流
れ
に
童
戯
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ
子

小
雀
に
宿
か
す
間
も
な
し
土
用
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
イ

新
築
の
隣
家
の
ス
ダ
レ
平
和
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

　
一
の
べ
の
機
織
切
り
お
え
て
盆
迎
う

購
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

雁
も
ほ
っ
と
し
↑
κ
ぞ
や
盆
響

一

キ
ャ
ン
ブ
の
火
と
ど
か
ぬ
闇
ま
で
唄

ひ
び
く
　
　
　
　
　
霧
匠

道
標
に
熊
の
湯
と
あ
り
露
生
ま
る

翼
煙
草
の
匂
い
に
む
せ
て
授
乳
の
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
に
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
グ
ロ

歩
に
疲
れ
E
輪
落
ち
て
凍
に
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　
～
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役場庁舎建設工事
卜三階建

口」

鉄筋コンク
円万百一』

ノ、千三工事費
し
た
。新

庁
舎
は
こ
れ
よ
り
さ
き
に
、
直

指玉　　　毎月…回15日
名目競　・　　定価　1部5円
争大　　　発　行　所
人手札廻　　中里村公民舘
将簿現男4，245
蕊器：在女4，404
］1蛮，人計8，649
舞湧、：ロ世帯数1，705

1禰幽謙．麟饗

瓢
羅
糊
讐
蕩
罐
養
辮
山
蝕
纏
魏
擁
嬬
聴
設
鰍

饗
鍵
鱗
鑓

設
ゼ
癖
は
、
い
よ
い
よ
蒲
⊥
の
段
階

と
な
っ
て
、
去
る
八
月
七
臼
現
場
で

村
当
局
、
識
会
関
係
者
、
工
事
関
係

者
に
よ
り
地
鎮
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま

1 役蝪庁舎北立面図

IPII　llし1，

駐
＿

1
；
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日日E旧E旧日巳［氾口日E旧日□日 聞
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一
響霧！ 『一。一

一
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I
i

回回 l
l

匝輔
　　　l　Iひ 1 I　I 1

一｝

一　｝

回回
i
ξ
！ n

比 回回
一コ

　　　　選

　　縄ゆ騰
　　　，∫
　　碧　鋤
猟

工
、
四
十
一
年
三
月
二
十
日
竣
工

（
塗
．
装
仕
上
げ
工
事
は
気
象
状
況
等

に
よ
り
一
部
延
期
）
の
期
限
で
同
祉

の
講
負
に
よ
り
施
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
．

　
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
、
延
三
百
四
＋
坪
。
一
階
お
よ
び

二
階
は
事
務
窒
、
三
階
は
会
議
場
に

あ
て
ら
れ
る
。
帰
ヒ
に
は
望
屡
施
識

が
と
り
つ
け
ら
れ
、
ま
に
ス
チ
ー
ム

暖
の
設
備
や
水
洗
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
、
外
観
．
も
内
部
の
設
計
に
も
こ
ま

か
な
と
こ
ろ
に
ま
で
気
が
く
ば
ら
れ

て
お
り
、
逓
代
的
な
す
ば
ら
し
い
庁

舎
が
建
て
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
油
庁
舎
の
位
置
は
、
現
住
公
民
鵠

に
な
っ
て
い
る
役
場
分
室
の
裏
に
、

…
沢
郵
．
使
局
舎
と
隣
り
合
わ
せ
で
、

国
心
に
正
而
を
向
け
て
建
設
さ
れ
ま

す
。
な
お
現
在
の
公
幌
舘
の
建
．
物
は

撤
去
し
、
庁
舎
前
は
広
場
～
す
る
計

圃
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
中
里
村
礁
胆
以
来
、

旧
6
沢
村
役
埆
を
一
部
改
渚
し
て
利

用
し
て
き
た
現
在
の
役
場
は
、
一
ぱ

ん
古
い
部
分
は
明
治
二
十
七
年
頃
の

建
築
と
い
わ
れ
、
県
内
に
は
例
が
な

い
老
朽
庁
舎
で
、
し
か
も
狭
陵
な
た

め
、
廓
務
改
善
や
能
事
化
も
お
も
う

ま
か
せ
す
、
と
き
に
ぱ
大
ぜ
い
の
会

議
な
ど
は
危
険
で
開
け
す
、
村
行
政

の
推
進
に
麦
障
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
明
る
く
感
じ
の
よ
い
近
代
的
な

新
庁
舎
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
．

　
　
【
写
頁
は
新
庁
舎
の
地
鎮
寮
】

中央地区簡易水道
千7百80万円で着工

去
る
七
月
二
＋

四
日
役
場
に
お
い

て
、
中
里
村
中
央

地
、
区
簡
易
水
道
敷

設
工
郁
の
指
名
競

争
入
札
が
六
簗
者

に
よ
り
お
こ
な
わ

れ
、
工
串
費
千
七

百
八
＋
万
円
で
井

上
工
輩
．
株
式
会
祉

が
落
札
、
十
二
月

卜
日
竣
工
の
期
限

で
同
祉
の
請
負
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
逆
は
、
田
沢
地
区
の
上
田

山
崎
、
田
中
、
荒
齪
、
干
溝
、
小
原

と
桂
部
落
の
一
部
を
給
水
対
敦
と
す

る
も
の
で
、
区
域
内
の
給
水
人
口
は

四
百
五
十
世
帯
、
約
二
千
二
百
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
水
源
地
は
昨
年
春
以
裏
契

地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
、
浩
津
橋
の

下
流
二
百
米
地
点
の
堤
防
内
（
干
溝

地
内
）
に
水
源
地
を
選
定
し
、
大
村

建
設
の
手
で
す
で
に
、
水
源
試
堀
工

解
が
完
了
し
て
い
る
も
の
で
、
覆
流

水
を
浄
化
し
、
ポ
ン
ブ
ア
ッ
ブ
し
て

配
水
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

郡
市
青
少
年
の
つ

ど
い

　
　
　
　
9
月
”
日
こ
12
日

　
　
　
　
十
日
町
で
開
く

　
郡
市
社
会
教
育
振
興
会
、
青
少
年

教
育
研
究
会
の
主
催
で
、
き
た
る
九

月
十
一
日
（
士
曜
日
）
十
二
日
（
日

曜
日
）
の
二
臼
間
、
十
日
町
市
民
体

育
舘
に
お
い
て
”
郡
市
青
少
年
の
つ

ど
い
が
開
か
れ
ま
す
．

　
こ
の
青
少
年
の
集
会
は
、
毎
年
一

回
各
市
町
村
の
当
番
で
会
場
を
う
け

も
ち
、
野
外
活
動
や
た
の
し
い
合
宿

を
通
し
て
、
青
少
任
の
親
睡
と
研
修

を
は
か
る
と
い
う
も
の
で
、
今
年
は

次
の
よ
う
な
副
画
で
胴
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
郡
市
胃
少
圧
の
つ
ど
い
要
項

①期日

十
二
日

⑨
会
場

③
主
催

④
日
稚

＋
円
町
甫
民
体
育
舘
お
よ

び
公
民
舘

郡
市
社
会
教
胃
振
興
会

　
第
一
臼
目
（
九
月
十
一
日
）

午
後
六
時
受
付
、
七
時
ダ
食
班
別

話
し
あ
い
、
八
時
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー

ビ
ス
、
九
時
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
十

時
就
寝
（
参
加
煮
は
全
員
合
宿
す
る

こ
と
）

　
第
二
臼
目
（
九
月
十
二
日
）

　
午
前
六
時
起
床
、
七
時
朝
度
、
八

時
三
十
分
僧
青
年
の
主
張
、
入
慨
者

の
発
表
⑯
よ
び
衷
彰
、
十
時
講
演

”
男
女
交
際
と
膏
年
の
生
き
万
μ
俵

谷
講
師
、
正
午
中
食
、
一
時
全
体
話

し
あ
い
、
二
時
三
十
分
閉
会
解
散
、

⑤
経
費
そ
の
他

　
参
加
者
は
勤
労
背
少
年
（
定
衡
生

を
含
む
）
経
費
は
一
へ
百
五
十
円
、

携
行
品
は
米
五
合
、
洗
面
用
具
と
し

幅
具
は
主
催
者
が
用
意
す
る
．
運
動

の
で
き
る
服
装
、
軍
記
用
具
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
。

⑥
申
込
み

　
八
月
末
日
ま
で
に
ゆ
里
村
公
昆
舘

あ
て
、
氏
名
、
年
令
、
部
落
名
を
ご

連
絡
ド
さ
い
．

　
個
人
事
業
税

　
第
騨
期
の
納
期
は

　
8
月
馴
日
ま
で
で
す

　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

◎
村
民
の
み
な
さ
ん
の
深
い
御
理
解

　
に
よ
り
ま
し
て
、
曝
税
の
納
期
内

　
完
納
成
績
は
年
六
向
上
し
て
お
り

　
御
協
力
を
彫
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

　
す
。

◎
納
税
通
知
轡
は
、
八
月
十
五
日
頃

　
お
手
も
と
に
届
く
予
定
で
す
の
で

　
八
月
三
十
一
日
の
洲
に
、
是
非
、

　
納
期
内
完
納
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
月
来
は
、
収
納
機
関
が
こ
み
あ
う

　
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
、
員
窃

　
の
銀
行
、
郵
便
局
又
は
財
務
鎖
務

　
所
窓
口
へ
お
早
目
に
納
付
し
て
く

　
だ
さ
い
。



いR

（2）昭和40年8月15日東さカ、な第111矧緊畿鰯謂1

農
地
報
償
の

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
こ
れ
は
終
戦
後
の
農
地
改
箪
で
農

地
を
買
収
さ
れ
た
旧
地
主
ま
た
は
そ

の
遺
族
、
一
般
承
継
八
に
報
償
す
る

た
め
給
付
金
を
支
給
す
る
乙
と
を
定

め
た
も
の
で
「
農
地
被
買
収
者
等
に

対
す
る
給
付
金
支
給
に
関
す
る
法

律
」
い
わ
ゆ
る
、
農
地
報
償
法
が
六

月
三
日
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
手

続
の
細
則
が
八
月
二
十
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
該
当
者
は
請
求

書
を
提
唱
し
給
付
金
の
支
給
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
慣
、
以

下
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。▼

給
付
金
受
給
資
格
者

　
　
（
イ
）
農
地
被
買
収
者

　
こ
の
法
律
で
給
付
金
の
支
給
を
受

げ
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
原
則
と

し
て
農
地
被
買
収
者
で
す
が
、
農
地

被
買
収
者
が
昭
繍
四
十
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
含
は

死
亡
し
た
者
の
遺
族
、
法
人
の
場
合

は
一
般
承
継
人
が
代
っ
て
支
給
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
　
澄
農
．
地
被
買
収
者
と

は
、
旧
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
に

よ
り
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
五
日
ま

で
に
、
農
地
を
一
畝
以
上
国
に
買
収

さ
れ
た
者
を
言
い
ま
す
）

　
　
　
（
ロ
）
農
地
被
買
収
者
か
死
亡

　
　
　
　
し
て
い
る
あ
　

τ
醤
圭
月
三
青
以

に
死
亡
の
場
合

　
農
地
被
買
収
者
の
遺
族
が
麦
給
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
遺
族

の
鐘
、
相
続
制
度
上
の
相
続
八
一

で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
は

関
係
な
く
配
偶
者
、
子
、
孫
ま
た
は

父
母
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
が
、
相
続

放
棄
、
相
続
欠
格
、
相
続
廃
除
な
ど

に
よ
う
て
、
死
亡
し
た
農
地
買
収
者

の
相
続
み
、
た
る
資
格
を
有
し
て
い
な

く
と
も
、
こ
＼
に
い
う
遺
族
の
範
囲

に
は
含
ま
れ
ま
す
。

　
遺
族
で
あ
れ
ば
、
皆
が
、
給
付
金

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
必

し
も
な
く
、
同
じ
遺
族
で
も
受
給
順

位
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
順
位
が
、

後
に
な
っ
て
い
る
者
は
、
先
順
位
の

人
が
い
な
い
場
合
の
み
麦
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
順
位
と
し
て
は
、
子
が
第
一
順
位

孫
が
第
二
順
位
、
父
母
が
第
三
順
位

と
さ
れ
て
お
り
配
偶
者
は
、
先
順
位

の
遺
族
と
常
に
同
順
位
と
さ
れ
て
お

り
、
配
偶
者
と
し
て
は
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
呼
ば
れ
る
者
は
含
ま
れ
ま

夢
兄
弟
壁
い
う
畿
係

　
農
地
被
買
収
者
か
、
給
付
金
を
請

求
し
な
い
ま
＼
死
亡
し
た
場
合
は
四

十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
死
亡
し

た
場
合
と
異
り
、
そ
の
相
続
人
が
給

付
金
の
支
給
を
請
求
し
、
そ
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
給
付
金
の
麦
給
を
受
け
る

権
刹
が
、
昭
和
四
十
任
四
月
一
日
現

在
で
一
種
の
財
産
権
と
し
て
発
生

し
、
同
日
以
後
に
、
そ
の
請
求
権
者

が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
一
般
の
相

続
問
題
と
し
て
．
処
理
さ
れ
ま
す
の

で
相
続
放
棄
者
や
相
続
廃
除
者
や
相

続
欠
格
者
は
、
給
付
金
の
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
ハ
）
同
順
位
の
遺
族
が
数
人

　
　
い
る
あ
　

一毫
族
が
受
給
嚢
と
な
る
場
合

需
、
た
と
え
は
、
配
偶
者
と
子
供

藁
箋
論
擁

｝
つ
い
て
二
人
以
上
の
者
が
、
同
順
位

㎝・
と
し
て
、
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

㎜
こ
と
に
な
る
場
合
が
相
当
あ
り
ま

に
あ
る
者
は
、
除
外
さ
れ
て
い
ま

す
。　

●
賄
利
四
十
年
四
月
一
日
以
後
に

　
　
死
亡
し
た
場
合

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
二
八
以
上
の
遺
族
の
う
ち
一
人
の

し
た
給
付
金
の
請
求
は
、
全
昌
の
た

め
に
そ
の
金
．
額
に
つ
い
て
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
自
分
の
持
分
の
分
の
み

分
割
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
給
付
金
及
び
そ
の
額

　
買
収
さ
れ
た
面
積
か
ら
、
売
渡
さ

れ
た
面
積
を
差
引
い
た
面
積
が
一
畝

以
上
に
な
っ
た
場
合
支
給
さ
れ
、
一

畝
以
下
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
畝
以
上
一
反
未
満
は
一
律
一
万

円
と
し
て
、
一
反
歩
以
上
の
者
に
支

給
す
る
額
は
、
一
反
歩
に
満
た
な
い

面
積
は
切
捨
て
て
、
計
算
さ
れ
反
当

り
単
価
は

　
一
反
を
こ
え
一
町
ま
で
　
二
万
円

　
一
町
を
こ
え
二
町
ま
で
　
一
万
円

　
二
町
を
こ
え
三
町
ま
で
　
六
千
円

　
三
町
以
上
　
　
　
　
　
　
二
千
円

と
し
最
高
百
万
円
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

但
し
田
の
面
積
は
一
反
歩
は
一
反

歩
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
畑
の

面
積
は
、
百
分
の
六
十
と
し
て
計
算
し

ま
す
。
例
え
ぱ
一
反
の
畑
は
六
畝
と

し
て
面
積
計
算
さ
れ
る
と
言
う
こ
と

で
す
。

　
右
に
よ
っ
て
、
計
算
さ
れ
た
給
付

金
は
堺
金
で
は
支
給
さ
れ
す
、
国
債

で
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
国
債
は
農

地
被
買
収
者
国
庫
債
券
と
呼
ぱ
れ
、

昭
和
四
＋
年
六
月
十
六
日
か
傷
†
年

（
一
反
以
下
は
五
年
闇
）
間
に
均
等

償
還
の
方
法
に
よ
り
償
還
さ
れ
る
冊
．

利
子
の
記
名
国
債
で
す
。

▼
請
求
手
続
と
期
限

　
昭
莉
四
十
年
八
月
二
十
日
よ
り
昭

和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
有
資
格
者
の
印
請
に
基
き
行
．
な

わ
れ
る
も
の
で
、
給
付
金
請
求
者
は

請
求
時
の
住
所
の
あ
る
市
町
村
長
を

経
由
し
て
照
和
四
＋
年
四
月
一
日
現

在
の
本
籍
地
（
こ
の
日
以
前
に
死
亡

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
死
亡
時
）

の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
。

▼
そ
の
他

　
請
求
書
の
記
載
方
法
及
び
必
要
な

添
附
書
類
等
の
細
部
に
つ
い
て
は
後

㎝日
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）

み
ん
な
で
協
力
し
よ
う

　
　
夏
期
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
訓
日
ま
で

◎
毎
鋸
八
月
に
な
る
と
、
学
童
の
夏

休
み
、
祭
礼
行
事
な
ど
で
人
の
混
雑

が
多
く
な
り
、
し
か
も
暑
い
季
節
で

あ
る
折
か
ら
、
ど
う
し
て
も
変
通
皐

故
か
多
く
な
り
が
ち
な
月
で
す
．

◎
十
日
町
警
察
署
、
地
区
変
通
安
全

協
会
、
運
転
者
協
会
で
は
、
こ
の
八

月
中
を
”
夏
期
交
通
峯
敵
防
止
月
問
、

と
し
て
、
次
の
項
目
に
重
点
を
置
い

r
、
運
動
を
す
す
め
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
や
父
兄
、
一
般
歩
行
老
、
運
転

者
の
方
六
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◎
悲
惨
な
い
ま
わ
し
い
変
．
，
蕊
事
故
を

地
域
か
ら
絶
対
に
起
さ
ぬ
よ
う
、
お

▽
夏
期
交
通
事
故
防
止
運
動
要
項
△

①
期
　
問
八
月
一
日
～
三
十
一
日

②
運
動
の
重
点

◎
交
通
暴
力
を
一
掃
し
ょ
う
。

◎
過
労
運
転
を
止
め
よ
う
。

◎
バ
イ
ク
事
故
を
防
止
し
ょ
う
。

、
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
電
乗
り
マ
ナ
ー
の
高
揚

◎
雌
路
上
遊
び
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
協
力
依
頼
鵬
項

（
イ
）
変
逓
暴
力
の
一
掃
に
つ
い
て

　
酒
を
飲
ん
で
運
転
さ
せ
な
い
。
制

限
速
度
で
走
ら
せ
る
。
必
．
農
以
上
の

ス
ビ
ー
ド
を
出
さ
せ
な
い
。
運
転
資

格
の
な
い
も
の
に
絶
対
運
転
さ
せ
な

い
。
鍵
の
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

（
ロ
）
過
労
運
、
転
の
防
止
に
つ
い
て

　
疲
労
に
と
も
な
う
、
い
ね
む
り
運

転
な
ど
の
な
い
よ
う
に
労
務
、
人
事

管
理
に
配
慮
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

（
ハ
）
バ
イ
ク
事
故
の
防
止
に
つ
い

　
て

　
最
近
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
バ
イ

ク
の
事
故
で
す
。
交
通
法
規
を
常
に

守
り
、
安
全
運
転
に
努
め
る
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
二
輸
者
に

乗
る
人
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
む
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
●

　
（
二
）
自
転
車
乗
り
の
マ
ナ
ー
に
つ

　
い
て

　
併
進
、
横
断
歩
道
、
通
行
者
の
歩

行
妨
害
．
信
号
無
視
、
二
人
乗
り
、

傘
さ
し
運
転
な
ど
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。

　
（
ホ
）
道
路
上
遊
ひ
の
一
掃
に
つ
い

　
て

　
遂
路
上
で
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

バ
、
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
ざ
せ
な
い
よ

う
に
し
て
．
く
だ
さ
い
。
幼
児
の
一
人

一遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
．
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

相
続
税
の
は
な
し

　
　
　
　
　
＋
日
町
税
務
署

1
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の

　
被
相
続
人
の
総
遺
産
額
か
ら
祷
相

続
人
の
債
務
．
葬
式
費
用
を
差
引
い

た
価
額
が
、
遺
産
に
か
か
る
基
礎
．
控

徐
（
二
百
五
＋
万
円
と
法
定
相
続
人

数
に
五
十
万
円
を
、
乗
じ
た
．
金
．
額
と
の

合
計
額
）
を
超
え
る
場
合
ぱ
．
串
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
、
相
続
財
薦
の
評
価

　
相
続
税
法
で
は
地
上
権
、
永
小
作

権
や
定
期
預
金
の
権
利
な
ど
若
干
の

財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
評
価
方
法

を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の

財
産
に
つ
い
て
は
相
続
の
と
き
の
時

価
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
翁
り
ま
す

税
務
署
で
は
、
時
価
の
き
め
万
、
っ

ま
り
評
価
基
準
を
定
め
て
お
り
ま
す

か
ら
、
不
明
の
場
合
は
、
税
務
署
へ

お
た
す
ね
下
さ
い
。

3
、
里
口
期
限

　
相
続
の
開
始
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
、
六
ヵ
月
以
内
に
申
告
し
て
納

税
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

’
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需
回
村
民
運
動
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
2
チ
ー
ム
が
優
勝

　
第
十
回
中
里
村
民
還
動
会
は
去
る
　
　
最
近
は
青
少
年
の
聞
に
、
健
全
な

八
月
八
日
、
田
沢
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

い
て
老
若
男
女
二
千
人
近
い
村
民
が
『

集
ま
り
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
一

た
．
台
風
十
五
号
通
過
の
あ
と
の
影

響
で
天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
朝
か

ら
絶
好
の
運
動
会
出
和
に
恵
ま
れ
、
．

暦
の
上
で
は
立
秋
と
は
い
え
、
炎
天

下
に
一
日
汗
を
流
し
て
、
村
内
七
チ

ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
各
競
技
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

『
関
心
が
か
た
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が

今
年
の
運
動
会
に
は
千
五
百
米
競
走

…
や
マ
ラ
ソ
ン
が
新
し
く
種
目
に
加
え

ら
れ
、
若
い
八
、
た
ち
の
力
い
っ
ぱ
い

の
活
躍
が
み
ら
れ
て
た
の
も
し
い
か
．

ぎ
り
で
し
た
。
ま
た
、
区
長
さ
ん
は

じ
め
、
青
年
会
婦
人
会
の
方
汝
が
一

体
と
な
っ
て
、
村
ぐ
る
み
で
こ
の
行

事
を
推
進
し
た
協
力
的
な
気
風
を
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力　　　　　　　　　　　　　　　　　　華　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　慧

　　　　　　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　　　　　　　　藷

　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　　逡

　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　纂

　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　慧

　　　　　　　　　　　　　　蕊
　　　　蓬灘簿

明
る
く
麗
か
な
、
民
主
的
な
村
づ
く
『
　
　
干
溝
、
通
り
山
、
桔
梗
原
、

り
に
も
発
揮
し
て
い
き
た
い
も
の
で
　
　
　
　
“
、
＋
川
新
田
）

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
位
第
四
チ
ー
ム
（
上
山
、
田
中

　
な
お
、
第
十
回
村
民
運
動
会
総
合
　
　
　
　
桂
、
藤
原
、
小
原
）

成
績
は
次
の
と
お
り
で
、
第
三
位
ま
第
四
位
第
一
チ
ー
ム
（
貝
野
地
区
）

で
優
勝
旗
、
カ
ッ
プ
、
櫃
が
そ
れ
ぞ
第
五
位
第
三
チ
ー
ム
（
軸
．
干
沢
、
田
沢

れ
授
与
さ
れ
、
チ
ー
ム
の
栄
光
が
賞
　
　
　
　
東
田
沢
、
如
来
寺
、
豊
璽
）

讃
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
第
六
位
第
六
チ
ー
ム
（
高
道
山
地
区
）

▽
村
民
運
動
会
総
合
成
績
　
　
　
　
第
七
位
第
七
チ
、
ム
（
清
津
峡
地

　
優
勝
第
ニ
チ
ー
ム
（
倉
俣
地
区
V
　
　
　
　
区
）

第
二
位
第
五
チ
ー
ム
（
山
崎
、
荒
屋
　
（
写
真
は
村
民
運
動
会
の
一
コ
マ
）

勤
労
青
少
年
会
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
し
て

　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
　
桑
　
原
　
　
鶴

　
私
は
七
月
十
七
日
、
十
八
日
と
三

条
市
の
本
成
寺
で
開
か
れ
た
、
新
潟

県
勤
労
脊
少
年
会
議
に
、
中
魚
沼
の

代
表
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の

会
議
の
趣
旨
乙
い
う
の
は
、
勤
労
青

少
年
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
青
少
年
が
体
験
を
発
表
し
、
こ
、

れ
を
中
心
と
し
て
討
議
し
青
少
年
の

直
接
な
声
を
聞
き
、
適
切
な
青
少
年

対
策
を
樹
立
す
る
に
役
症
た
せ
る
為

と
、
次
代
を
に
な
う
者
と
し
て
自
覚

を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
も
…

の
で
す
。
出
席
し
て
驚
い
た
こ
と
は

出
席
者
四
＋
四
名
の
内
、
二
十
四
名

が
定
時
制
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
大
き
く

分
け
て
、
農
村
、
職
場
、
学
校
へ
通

う
為
の
悩
み
の
三
つ
で
し
た
。
農
村

で
は
、
や
は
り
三
ち
ゃ
ん
農
業
。
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

の
来
て
が
な
い
も
決
ま
っ
た
休
日
が

な
い
な
ど
で
し
た
。
職
場
で
は
部
長

課
邑
、
級
の
人
達
と
の
間
が
遠
い
。
労

働
条
件
の
く
い
違
い
な
ど
で
し
た
し

学
校
に
行
く
為
に
自
分
の
会
社
の
条

－
件
な
ど
を
友
達
に
話
す
為
、
自
分
の

．
と
こ
ろ
が
よ
そ
に
比
べ
て
条
件
が
悪

・
い
と
に
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
だ

一
ん
だ
ん
と
学
校
を
や
め
れ
ぱ
い
い
よ

一
う
に
す
る
と
言
っ
た
悩
み
を
打
ち
明

け
あ
っ
た
。
で
も
我
六
は
働
き
な
が

ら
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
自
信

と
ほ
こ
り
を
持
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
又
、
職
場
で
の
悩
み
で

あ
る
部
長
、
課
畏
級
の
人
達
と
の
間

が
遠
い
と
い
う
の
は
、
自
分
か
ら
そ

の
人
の
身
近
に
飛
び
込
ん
で
、
そ
の

人
達
と
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
に
よ

　
っ
て
相
手
を
理
解
で
き
、
交
信
頼
で

き
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
何
事
に

も
お
じ
け
す
い
た
り
、
恥
し
が
っ
た

り
し
な
い
で
、
自
分
で
勇
気
を
持
っ

て
そ
の
悩
み
事
に
う
ち
向
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
に
対
し
て

こ
ん
な
目
標
を
立
て
に
。
“
よ
い
こ

と
は
勇
気
を
持
っ
て
自
分
か
ら
”
。

何
事
も
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
す
る
に

は
非
常
な
勇
気
と
努
力
が
い
る
も
の

で
す
．
お
寺
の
坊
さ
ん
は
、
お
釈
迦

様
は
右
手
を
上
に
あ
げ
、
左
手
を
下

に
さ
げ
て
い
る
。
こ
の
下
に
下
げ
た

左
手
は
、
運
命
を
い
い
、
上
に
あ
げ

た
右
手
は
、
努
力
を
言
っ
て
い
る
。

人
は
生
ま
れ
た
時
に
は
運
命
と
い
う

も
の
は
き
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

運
命
は
世
の
中
に
ま
か
し
て
、
我
汝

は
た
だ
一
に
も
二
に
も
、
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
努
力
さ
え
す

れ
ば
い
く
ら
で
も
出
世
で
き
る
と
教

え
て
く
れ
た
。
叉
去
年
東
南
ア
ジ
ア

に
派
遺
さ
れ
た
長
島
さ
ん
の
話
に
よ

る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め

東
南
ア
ジ
ア
の
国
汝
は
非
常
に
日
本

び
い
き
で
あ
る
。
日
本
人
が
行
く
と

喜
ん
で
歓
迎
し
で
．
く
れ
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
大
使
官
が
行
っ
た
け
れ
ど
も

国
内
に
入
れ
な
い
で
追
い
は
ら
っ
た

多
．
う
で
す
。
学
校
関
係
を
見
て
ま
わ

っ
た
が
ど
こ
の
学
校
で
も
日
本
語
を

教
え
て
い
て
、
皆
も
一
生
懸
命
で
習

っ
て
い
る
。
早
く
覚
え
て
日
本
に
行

き
た
い
と
言
う
の
で
頭
張
っ
て
い

る
。
文
化
、
建
築
、
政
治
に
於
い
て

も
非
常
に
日
本
の
も
の
を
取
り
入
れ

日
憲
と
い
う
国
に
信
顛
と
期
待
を
よ

せ
て
い
る
。
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
こ
れ
だ
け
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

す
．
我
六
は
も
っ
と
し
っ
か
り
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
も
っ
と
日
本
と
親
し
く
な

り
た
い
。
こ
れ
は
誰
で
も
の
願
い
で

あ
る
そ
う
で
す
●
中
に
は
日
本
は
な

ぜ
も
っ
と
我
々
後
進
国
に
協
力
、
し
て

く
れ
な
い
の
で
す
か
。
帰
っ
た
ら
皆

に
伝
え
て
下
さ
い
。
今
が
だ
め
な
ら

ば
次
代
を
に
な
う
若
者
に
、
我
女
だ

け
で
も
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
と
呼
び
か
け
て
下

閣
さ
い
と
ま
で
長
島
さ
ん
は
頼
ま
れ
て

蓼
そ
う
で
す
ど
れ
婁
で
認
め

ら
れ
た
以
上
よ
ぱ
ど
し
っ
か
り
と
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
工

業
は
だ
ん
く
と
分
業
化
し
て
い

く
．
そ
の
中
に
あ
る
我
六
は
一
つ
の
．

仕
箏
の
名
人
に
な
る
ん
だ
と
い
う
自

信
と
希
望
と
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
世
間
は
我
友
着
者
に
期
待
を

よ
せ
て
い
る
。
そ
の
期
待
に
答
え
る

に
は
、
個
入
、
個
八
が
自
覚
を
し
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ま

す
自
分
と
い
う
も
の
を
よ
く
知
り
、

そ
れ
を
基
に
し
て
こ
そ
社
会
の
道
と

い
う
も
の
が
、
開
け
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
我
女
に
は
若
さ
が
あ
る

ん
だ
。
た
だ
暴
力
を
一
ふ
る
う
の
が
若

周
さ
で
は
な
い
。
何
で
も
や
れ
る
実
行

　
で
き
る
。
又
そ
の
時
間
を
持
つ
こ
と

が
若
さ
で
あ
る
。
こ
の
若
さ
と
自
信

｝
　
と
希
望
と
ほ
こ
り
を
結
採
，
う
け
だ
時

　
　
　
、
世
の
中
の
す
へ
て
の
望
み
が

㎜こ
そ

か
な
う
の
’
．
｝
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
．
叉

社
会
の
入
達
の
忠
告
を
若
さ
に
ま
か

し
て
無
理
し
て
は
い
け
な
い
。
我
六

位
の
年
頃
に
は
環
境
に
麦
配
さ
れ
や

す
い
か
ら
、
く
じ
け
て
し
ま
わ
な
い

と
も
限
ら
な
い
ゆ
私
達
を
今
臼
の
私

遠
に
し
て
く
れ
た
の
も
、
や
は
り
社

会
の
人
達
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。
入

は
生
ま
れ
た
時
に
は
何
に
も
知
ら
な

い
。
何
に
も
知
ら
な
い
私
達
が
こ
こ

ま
で
や
っ
て
来
た
の
も
、
社
会
の
人

達
か
ら
何
に
か
言
わ
れ
た
か
ら
だ
と

思
う
。
何
に
か
言
わ
れ
る
と
反
抗
的

に
な
り
や
す
い
が
、
我
々
は
こ
れ
か

ら
も
他
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
又

そ
れ
を
自
分
で
消
化
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
と
っ
て
、
社
会
の
中
へ
と
羽

ば
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
お
知
ら
せ
－
－
、

　
　
新
潟
の
電
話

　
　
局
番
改
正

　
8
月
29
日
か
ら

　
　
　
電
報
電
話
局

　
新
潟
へ
電
話
を
お
か
け
に
な
る
皆

様
、
．
新
潟
局
の
市
肉
局
番
が
次
の
よ

う
に
か
わ
り
ま
す
。
九
月
二
＋
九
日

以
降
は
．
新
し
い
局
番
で
あ
申
込
み
下

さ
い
。
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